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新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

第 79 回 

『「21世紀の医療の扉を開く」 〜 人をその気にする技術 〜』 

 

2021年 10月 16日、筆者が理事長を務める『日本 Medical Village学会』の第

４回大会（大会長：柴田浩行 秋田大学教授）に Zoomで参画した。  全国から

多数の参加者であった。  早速、「とても美しい学会でした。――  出来る事

からネットワークを構築して世界を変えていけますね。  樋野先生の人をその

気にする技術、学んで実践していきたいと思います。」、『秋田県内、全国で

の取り組みを知ることができました。  最後に柴田先生が「樋野先生が蒔いた

種を全国に広げていくことが大事」と仰っていたことに共感しました。』との

心温まる励ましのメッセージが神奈川県、青森県から届いた。 

 

『日本 Medical Village 学会』は、新渡戸記念中野総合病院の HPで紹介されて

いる。  「概要」に、[『日本 Medical Village 学会』設立の目的は、患者さん

が最期まで安心して暮らすことが出来る場所(Medical Village)を地域に創るこ

とです。  Medical Village とは、患者さんを癒すことのできる村です。  患者

さん本人だけでなく、本人に関わる家族や友人や、本人を支援する医療や介護

の従事者にとっても安心できる場所になることを目標にします。]と謳われてい

る。 

「医療介護を支えるチーム」&「生活を支えるチーム」&「人生の旅立ちを支え

るチーム」が「多職種との連携」であろう。  『日本地域連携システム学会』

と連携して構築を進めて行くことを想定している。  新渡戸記念中野総合病院

の HPには、『日本地域連携システム学会』も紹介されている。  2021年 10月

16日「南カリフォルニア メディカルカフェ」代表：石嶋まりこ 氏からチラシ

が送られて来た（画像）。  大いに感動した。  まさに、「21世紀の医療の扉

を開く」の時代的到来ではなかろうか！  

 

  



 


